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小沢えいいち後援会

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て

「韮
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
つ
い
て
」
「韮
崎
市
営
総

合
運
動
場
に
つ
い
て
」
「新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て
」
「防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
」
「障
が
い
者

の
福
祉
向
上
に
つ
い
て
」
の
五
項
目
を

代
表
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

 　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
や
人
口

減
少
の
抑
制
を
図
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の

第
２
期
総
合
戦
略
が
実
効
性
の
あ
る

計
画
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

韮
崎
市
営
総
合
運
動
場
に
つ
き
ま
し

て
も
、
現
在
ま
で
９
回
の
整
備
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
先
30
年

40
年
先
を
見
据
え
た
計
画
の
策
定
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
感
染

が
今
だ
拡
大
し
て
い
る
な
か
、
本
市
に

お
い
て
も
、
市
が
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
中
止
や
縮
小
・
自
粛
の
対
応
が

さ
れ
、
ま
た
、
国
・
県
な
ど
の
要
請
に

よ
り
、
市
内
全
小
中
学
校
が
臨
時

休
校
と
な
り
、
新
入
生
・
進
級
生
ま
た

親
御
さ
ん
の
負
担
も
計
り
知
れ
な
い

大
変
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
要
不

急
の
外
出
を
自
粛
し
、
今
後
の
爆
発

的
な
感
染
を
避
け
る
た
め
引
続
き
の

手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
と
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
３
密

（密
集
、

密
閉
、
密
接
）
の
厳
守
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、

地
域
の
方
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
る

御
要
望
に
対
し

責
任
感
を
も
っ

て
行
動
い
た
し

ま
す
。

令
和
２
年
第
１
回
韮
崎
市
議
会
定
例
会　

代
表
質
問

ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て

総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
地
方
創
生
へ
の
取
組
み

に
対
し
、「
継
続
を
力
に
す
る
。」

と
い
う
姿
勢
の
も
と
、
国
の
基

本
的
な
考
え
方
も
勘
案
し
、
市

民
を
は
じ
め
、
産
業
・
教
育
・

メ
デ
ィ
ア
・
金
融
な
ど
、
様
々

な
分
野
の
方
々
に
参
加
を
い
た

だ
き
、
策
定
を
進
め
て
い
る
。

政
策
の
企
画
・
実
行
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】「
第
２
期
総
合
戦
略
」
に

は
、
地
方
創
生
や
人
口
減
少
の

抑
制
を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
施
策
を
盛
り
込
む
予
定
。

第
１
期
の
総
合
戦
略
が
今
年
度

で
期
間
が
終
了
と
な
る
が
、
こ

の
戦
略
の
基
本
的
な
方
向
性
と

さ
れ
た
「
20
歳
代
か
ら
40
歳
代

の
社
会
減
の
人
数
を
抑
制
す
る
」

ま
た
「
合
計
特
殊
出
生
率
を
で

き
る
限
り
国
の
目
標
に
引
き
上

げ
る
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

【
答
】
か
な
り
難
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

具
体
的
な
事
業
の
実
施
状
況
に

対
す
る
評
価
を
ど
の
よ
う
に
検

証
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】「
実
施
済
み
・
実
施
中
」

が
82
％
、
達
成
（
効
果
・
成
果
）

度
は
、「
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

以
上
が
76
％
と
い
う
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
総
合
的
に
は
一
定

の
評
価
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

国
か
ら
の
交
付
金
等
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、
ど
の

程
度
受
け
ら
れ
る
の
か
。

【
答
】
地
方
創
生
に
関
す
る
国

の
交
付
金
で
は
、
地
方
創
生
推

進
交
付
金
が
主
に
ソ
フ
ト
事
業

に
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
が
主
に
ハ
ー
ド
事
業
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
等
は
あ

る
が
、
補
助
率
１
／
２
で
活
用

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

韮
崎
市
議
会
議
員

韮
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
つ
い
て

韮
崎
市
営
総
合
運
動
場

に
つ
い
て

防災体制の強化について
非常食や飲料水に加え、ブルーシートや避難者のプラ
イバシーに配慮するための間仕切り段ボールなど備蓄
品のさらなる充実を図る。消防団員の報酬を増額。
子育て支援の充実について
「子育て支援アプリ」を導入。３歳児健診では子どもへ
の負担もなく数秒で正確性の高い検査結果を得ること
が可能な「視覚検査器」を導入。

高齢者並びに障がい者福祉の充実について
「福祉の日記念まつり」は、高齢者や障がい者のみな
らず、全ての市民がより一層参加しやすい幅広い世代
間交流の場として名称も含め、全面的に改めていく。
学校教育の充実について
国のＧＩＧＡ(ギガ )スクール構想に基づき、高速通信
ネットワーク環境の整備を行う。また、災害時を想定
し、全ての小中学校に保存食などを備蓄する。

多
く
の
民
間
業
者
の
ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
た
計
画
策
定
を
行
う

予
定
に
つ
い
て
。

【
答
】
複
数
の
事
業
者
か
ら
様
々

な
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
が
、

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は

市
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
。

市
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
駐
車
場
が
狭
量
で
あ
る
こ

と
、
屋
内
プ
ー
ル
に
対
す
る
要

望
の
ほ
か
、
事
業
費
が
過
大
す

ぎ
る
と
い
う
意
見
が
事
務
局
に

は
寄
せ
ら
れ
た
。

構
想
段
階
の
総
事
業
費
が
約
40

億
円
と
の
こ
と
だ
が
、
建
設
コ

ス
ト
削
減
（
館
内
設
備-

-
-

床
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
外
）
に
つ

い
て
は
。

【
答
】
総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
構
想
策
定
上
の
概
算

な
の
で
、
具
体
的
な
コ
ス
ト
削

減
策
が
検
討
で
き
る
段
階
で
は

な
い
。

建
設
日
程
な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ

と
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

の
声
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

【
答
】
事
業
実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
採
用
す
る
事

業
手
法
と
関
連
が
あ
り
ま
す
の

で
、
基
本
計
画
策
定
の
中
で
並

行
し
て
決
定
す
る
。

多
く
の
企
業
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
行
い
よ
り
良
い
選
択
が

必
要
で
は
。

【
答
】
事
業
者
に
対
す
る
聞
き
取

り
作
業
は
、
構
想
策
定
段
階
か

ら
行
っ
て
お
り
、
基
本
計
画
策

定
の
た
め
に
継
続
し
て
実
施
し

て
い
る
。

民
間
企
業
か
ら
基
本
構
想
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
う
提
案
が
あ
っ

た
場
合
は
？

【
答
】
基
本
構
想
の
方
針
等
を

大
き
く
阻
害
し
な
い
限
り
、
新

た
な
発
想
に
基
づ
い
た
提
案
は

歓
迎
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て

韮崎市長 所信表明　本年度の主な事業の動向概要　一部抜粋

魅力ある観光施策の充実について
現在、産業観光課が所管する「韮崎市観光協会」
を４月から一般社団法人に移行する。
定住対策の促進について
分譲用宅地として開発を行う民間事業者及び土
地所有者に対し、助成を行う支援制度を創設す
る。また、合同庁舎跡地は、分譲住宅用地とし
ての整備・活用の検討を進める。

先
日
、
県
外
の
感
染
者
の
方
が

立
ち
寄
ら
れ
た
医
療
機
関
へ
の

対
応
は
。

【
答
】
感
染
さ
れ
た
方
や
濃
厚

接
触
者
、
施
設
の
消
毒
関
係
な

ど
は
、
中
北
保
健
所
の
対
応
と

な
る
。
医
療
機
関
の
職
員
に
つ

い
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結

果
、
陰
性
を
確
認
し
、
濃
厚
接

触
者
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
健

康
確
認
と
経
過
観
察
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
、
診
療
の

受
付
を
中
止
し
て
、
院
内
の
消

毒
等
を
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

感
染
者
と
疑
わ
れ
る
方
に
つ
い

て
の
市
内
の
受
診
体
制
は
？

【
答
】
中
北
保
健
所
の
相
談
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

診
察
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、
診
察

可
能
な
医
療
機
関
が
紹

介
さ
れ
受
診
す
る
流
れ

と
な
っ
て
お
り
、
市
内

で
は
、
市
立
病
院
の
帰

国
者
・
接
触
者
外
来
と

な
る
。

韮
崎
市
立
病
院
の
受
入

れ
体
制
は
？

【
答
】
保
健
所
か
ら
の
診

察
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
現
在
、
平
日
の
業

務
時
間
内
の
み
診
察
の

受
け
入
れ
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
た
だ
し
隔
離
病
棟
は

無
い
た
め
、
陽
性
と
診
断
さ
れ

た
患
者
様
を
入
院
さ
せ
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
な
状
況
。

陽
性
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
発

生
し
た
場
合
の
指
定
医
療
機
関

へ
の
連
絡
や
搬
送
体
制
は
。

【
答
】
市
立
病
院
で
は
検
査
は

で
き
な
い
の
で
、
診
察
に
立
ち

会
っ
た
保
健
所
の
職
員
が
検
体

を
検
査
機
関
に
送
る
。
検
査
結

果
が
出
る
ま
で
数
時
間
か
か
る

の
で
一
旦
患
者
様
に
は
帰
っ
て

い
た
だ
く
。
検
査
の
結
果
、
陽

性
で
あ
っ
た
場
合
は
、
保
健
所

職
員
が
入
院
先
の
調
整
や
搬
送

を
行
う
こ
と
に
な
る
。

県
よ
り
市
立
病
院
へ
の
感
染
者

の
入
院
受
入
れ
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
？

【
答
】
現
時
点
で
の
感
染
者
の

入
院
受
入
れ
に
つ
い
て
は
困
難

な
状
況
。
ま
た
、
市
立
病
院
で

は
、
県
内
で
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
翌
日
か
ら
面
会
禁
止
と
し

て
い
る
。

医
師
や
看
護
士
が
感
染
し
た
場

合
の
対
応
は
？

【
答
】
保
健
所
と
連
絡
を
と
り

指
導
を
受
け
て
対
応
す
る
。
状

況
に
よ
っ
て
は
、
外
来
診
療
を

一
時
休
止
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

春風亭弁橋さんと



1 月～ 3 月の主な活動等
北下條区　新年互礼会
福地八幡神社　歳旦の式

1/1

韮崎市役所　仕事初め式
韮真クラブ　会派会議

1/6
韮崎アストロスＪｒ　初蹴り1/5

韮崎市かがやき教室訪問1/7
スクールガードボランティア

（韮崎北東小学校三学期始業式）
Ｕ-6 キッズサッカーたんぽぽ保育園

1/8

Ｕ-6 キッズサッカー白百合幼稚園1/10

【要望書提出】富士見一丁目側溝への蓋設置要望1/14
韮真クラブ　会派研修　袋井市1/16
韮真クラブ　会派研修　伊豆市1/17
Ｕ-12 サッカー正月大会
絵見堂地区　新年会
坂井地区　総会新年会
北下條区　運営委員会

1/19

韮崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定審議会
韮崎市サッカー協会　理事会

1/20

全員協議会
藤井町区長会新年会

1/22

Ｕ-6 キッズサッカー　すずらん保育園1/23
藤井町生涯学習フェスタ　実行委員会1/24

韮崎市消防団　出初式
韮崎市　成人式
藤井分団第四部　新年会

1/12

補導暦のある少年の凧揚げ1/25
北新組新年会
韮崎市男女共同参画フォーラム
北下條防災会幹事会

1/26

韮真クラブ　会派会議1/28
山梨県後期高齢者医療広域連合議会1/30
韮崎市消防団藤井分団　新年会1/31

藤井町生涯学習フェスタ準備会
チェコ交流 100 周年記念式典

2/1

ラジオ体操
藤井町生涯学習フェスタ
生涯学習推進の集い・文化祭

2/2

節分会　雲岸寺成田講2/3
県市議会議長会合同研修　後期2/4
Ｕ-6 キッズサッカー　たんぽぽ保育園

【要望書提出】
・藤井町北下條地内十字路へのミラー設置について
・藤井堰内のゴミの撤去について

2/5

議会だより編集委員会2/7
韮真クラブ　会派会議
都市計画審議会

2/10

北下条区　防災会・運営委員会2/11
Ｕ-6 キッズサッカー　すみれ保育園2/12
峡北地域広域水道企業団　全員協議会　2/13
韮崎市サッカー協会
夢の応援プロジェクト「デーブ大久保講演会」
春風亭弁橋　二ツ目に挑戦

2/15

ラジオ体操2/16
韮崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定審議会
韮崎市サッカー協会　役員会

2/17

Ｕ-6 キッズサッカー　すずらん保育園2/18
Ｕ-6 キッズサッカー　愛生幼稚園2/19
告示 議会運営委員会・全員協議会・財務常任委員会2/20
韮崎市社会福祉大会
合同庁舎跡地の活用について

2/21

ラジオ体操
北下條区　生涯学習・敬老会
第 25 回写真展　全日本写真連盟韮崎支部

2/23

政治資金収支報告書提出
山梨県後期高齢者医療広域連合議会　定例会

2/25

長崎幸太郎後援会韮崎支部準備会2/26
令和２年第１回韮崎市議会定例会
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1/27 韮崎市議会議員研修　町田市

防
災
・
減
災
対
策

に
つ
い
て

障
が
い
者
の
福
祉
向
上

に
つ
い
て

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
枚
数
増
量
に
つ
い
て

【
答
】
視
覚
、
肢
体
不
自
由
の

方
へ
の
交
付
枚
数
を
増
や
し
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上

令和 2年 1月に点滅式信号機から通常時は青信号表示変更が完了しました。

中央公園芝生グランドの開放を要望
子ども連れの方々より芝生グランドの解放について要望があり、韮崎市教育
委員会へお願いしたところ、陸上競技場の芝生エリアを 3/17 ～ 4/5（3/23・
3/30 休場）まで一般開放していただきました。

富士見一丁目側溝への蓋設置について
市道（韮崎）130 号線については、一部側溝の蓋が設置されておらず、日
没後に車両が脱輪したり、近隣高齢者の落下が危惧されており、安全確保
及び事故防止等から側溝への蓋の設置を要望しました。

韮崎東保育園付近Ｔ字路へのミラー設置について
見通しが悪く交通量が多いため、接触事故が懸念されております。安全確保
及び事故防止等からミラー設置を要望し、令和元年12月に設置されました。

市道 (中田 )1号線への防犯灯増設設置について
LED 防犯灯要望箇所の内３箇所が３月までに設置されました。また、4月
以降にもう一箇所増設が予定されています。

に
取
り
組
む
。

障
が
い
者
と
市
民
が
交
流
す

る
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

【
答
】
福
祉
の
日
記
念
ま
つ

り
を
見
直
す
中
で
、
他
の
イ

ベ
ン
ト
と
同
時
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、
世
代
間
交
流
の

場
づ
く
り
を
行
い
、
障
が
い

の
あ
る
方
と
一
般
の
方
と
の

交
流
が
図
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
印
刷

機
使
用
料
の
減
額
に
つ
い
て

【
答
】
現
在
設
置
の
機
器

で
の
対
応
は
困
難
。
今
後
、

他
の
方
法
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。

中田町小田川児童通学路押しボタン式信号機の標示変更について

上ノ山地区涙の森　看板の更新と石碑の修繕について
令和 2年 3月に看板の更新と石碑の修繕が完了しました。

市道 (藤井 )６号線中田町中條地内ミラーの向き調整について
トラックの接触によりずれていたミラーの向きを市職員により調整していた
だきました。

韮崎市営北下條団地G棟南側通路防犯灯設置について
防犯及び事故発生防止のための防犯灯（センサーライト）が設置されました。

韮崎北東小学校スクールバスの乗降所
令和 2年 1月にスクールバスの乗降所のガードパイプが設置されました。あ
と一箇所についても早期に設置を要望していきます。

早
め
の
避
難
行
動
を
と
る
た
め
の
認

識
向
上
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
施
策
は
？

【
答
】
今
回
作
成
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
、
行
政
か
ら
の
指
示
等
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
場
所
に
避
難
す
る
と

い
っ
た
今
ま
で
の
避
難
の
在
り
方
を

大
き
く
変
え
て
い
た
だ
く
内
容
な
の

で
、
丁
寧
な
住
民
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
で
周
知
の
徹
底
を
図
る
。

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社

と
の
「
防
災
力
向
上
に
か
か
る
相
互

協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
つ
い
て
具

体
的
な
取
組
み
は
？

【
答
】
イ
ベ
ン
ト
で
の
防
災
ブ
ー
ス

の
出
展
や
、
災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
情
報
収
集
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
へ
の
支
援
な
ど
、
民
間
企
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
経
験
に
よ
り
本
市
防
災
力

の
向
上
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
。
ま

た
、
災
害
時
に
穂
坂
町
長
久
保
地
内

に
あ
る
山
梨
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
を

一
時
的
な
避
難
施
設
と
し
て
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の
フ
レ
ン
ド
タ

ウ
ン
に
登
録
さ
れ
包
括
連
携
協
定
に

つ
い
て
は
？

【
答
】「
防
災
意
識
と
災
害
対
応
力
の

向
上
に
関
す
る
こ
と
」
と
し
て
掲
げ

て
あ
り
、
火
起
こ
し
体
験
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
講
習
な
ど
の
災
害
時
に
役
立

つ
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
を
学
ぶ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

自
助
並
び
に
各
地
区
の
組
単
位
で
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
自
主
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
対
応
は
？

【
答
】
自
主
防
災
組
織
単
位
で
の
地

区
防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
肝
要
。
現
在
進
め
て
い
る
地

域
減
災
マ
ッ
プ
作
成
事
業
を
推
進

し
、
わ
か
り
や
す
い
地
区
防
災
計
画

が
整
備
で
き
る
よ
う
自
主
防
災
組
織

を
支
援
す
る
。

各
学
校
で
の
垂
直
避
難
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
は
教
室
の
開
放
は
さ

れ
る
の
か
。

【
答
】
校
舎
内
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や

供
用
ス
ペ
ー
ス
、
空
き
教
室
な
ど
の

使
用
を
考
え
て
い
る
が
、
状
況
に
よ

り
柔
軟
に
対
応
す
る
。

停
電
が
発
生
し
た
場
合
の
上
下

水
道
に
つ
い
て
は
？

【
答
】
上
水
道
は
、
配
水
ル
ー

ト
の
切
り
回
し
に
よ
り
他
の
配

水
エ
リ
ア
か
ら
の
水
を
供
給
す

る
。
下
水
道
は
、
保
守
・
委
託

業
者
に
よ
り
非
常
用
電
源
の
確

保
を
行
う
。要

望

実

績
感
染
症
の
予
防
に
は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と

手
洗
い
が
大
切
で
す
！

気になる症状がある方は、
山梨県福祉保健部健康増進課
専用相談ダイヤルにお電話を！

新型コロナウイルス感染症
専用相談ダイヤル

午前９時～午後９時

電話　055-223-8896
ＦＡＸ　　055-223-1499

開設時間：

（土日・祝日も実施）


